
 

 

 

 

 

 

８月２６日（月）の始業式で私（校長）が話した内容を 

一部紹介します。 

みなさん おはようございます。 

新しい学期の始まりに皆さんの顔を見ることができ、大変うれしく思います。 

今日は「思いやり算」についてお話ししたいと思います。思いやりの「足し算」「引き算」「掛け算」

「割り算」です。思いやり算の「たす（＋）」は、「助け合う」です。「ひく（－）」は、「引きうける」です。「か

ける（×）」は、「声をかける」です。「わる（÷）」は、「いたわる」です。 

「たす」は 「助け合う」ことです。一人一人の力は小さいものであっても、仲間と力を合わせることで、

より大きな力を発揮することができます。 

「－（ひく）」は、「引きうける」ことです。困っている人のちょっとしたことを引きうけてあげることで、相

手は喜びます。相手の喜びを感じられれば、引き受けた人も喜べます。 

「×（かける）」は、「声をかける」ことです。あいさつも含めて、優しい言葉をかけることによって、お互

いの心が一つになれます。 

「÷（わる）」は、「いたわる」ことです。困っている人などに、いたわりの心で接すれば、相手の心が

和み笑顔が返ってきます。 

この４つの「思いやり算」を行動に移し、ますます、相手も自分も大切にして、思いやりと笑顔のあふ

れる学校にしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市人権教育課より福田先生と寺本先生を講師としてお招きし、 

講演会を実施しました。 

福田先生からは、人権課題の一つである同和問題について、歴史

的背景や現代社会における課題等を丁寧にお話しいただきまし

た。寺本先生からは、自分を大切に、そして、人を大切にする生徒

になってほしいという内容の温かいメッセージをいただきました。 

夏休みに生徒全員が取り組む「人権作文」に向けて、しっかり事前学習ができたように思います。 
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選手権大会等が開催され、精一杯頑張り、 
練習の成果を発揮しました。 

運動部の３年生は、これで引退となりまし 
た。部活動で学んだことを大切にしてほしい 
と思います。１・２年生は、３年生の想いを 
引き継ぎ、活躍していってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県選手権大会の上位大会である中国大会には、水泳競技で３年生の●●●●さん、ソフトテニ

スで２年生の●●●●さんが出場しました。●●さんは 100ｍ平泳ぎで８位に入賞しました。

また、●さんは、中国大会も突破し石川県で開催された全国大会に出場し、ベスト１６という輝

かしい成績を残しました。 ※個人名は伏せています。 

 

 

 

 

緊張のステージでしたが、心のこもった響 

きを届けてくれました。文化祭のステージも 

期待しています！ 

 

 

 

 

                   

２年生の●●●●●さんが「標語の部」で最優秀賞を受賞しました。 

         左の写真は、篠﨑市長から賞状を受け取る場面です。 

         最優秀賞作品：「軽い気持ち？ あなたがしたのは 重い罪」 

                               ※個人名は伏せています。 

他にも、生徒のみなさんのステキな活動や輝く場面がたくさんありました。 

１０月２０日発行予定の次号で、新人体育大会の様子と合わせてお伝えしたいと思います。 

【県選手権など各種大会】 

【吹奏楽コンクール】8/2 
 周南市文化会館  

喜歌劇「こうもり」セレクション 

 

 

【第４０回青少年健全育成・非行防止のための広報
紙、ポスター、標語の部の最優秀賞表彰式】7/22 
宇部市役所市長応接室  


